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令和４年度事業報告 

 

 

 令和４年度は、例年どおり事業計画に沿って航空交通管制機器等保守請負事業

をはじめ航空交通の安全性の向上に寄与する事業を実施し、当財団の使命の遂行

に努めてまいりました。 

  主要事業である航空交通管制機器等保守請負事業及び補給部品在庫管理事業

については、安全を阻害するような事故等もなく当初計画を達成することができ

ました。また、新型コロナウィルス感染症の世界的な感染拡大の影響を受け、２

年連続して開催が見送られた IFATSEA 注１総会及び当財団主催の「空の安全と信頼

性技術管理セミナー」はそれぞれ３年ぶりに開催される等、各事業ともに当初計

画どおり概ね順調に業務を執行することができました。 

 公益目的支出計画の対象事業である３つの継続事業（国際動向調査、知識普及

事業及び補給部品在庫管理事業）については、当該支出計画を滞ることなく公益

性の高い事業が実施できました。 

 以下、各事業の執行状況について報告いたします。 

 

 

１．調査研究事業 

 

国際動向調査（継続事業） 

例年、航空交通管制機器等の保守等に携わる技術者(ATSEP 注２)の国際組織で

ある IFATSEA 総会に出席し、ATSEP に関する国際動向の調査報告書として取り

纏めているところです。 

令和４年の IFATSEA 総会は３年ぶりに９月２５日から３０日にかけてチェコ

共和国の首都プラハで開催され、当財団から信頼性管理部長が参加しました。 

また、令和３年６月からほぼ月１回開催されていた ICAO 注３バンコク事務所

主催の ATSEP ヒューマンファクターに係るオンラインによるアドホック委員会

に信頼性管理部長がオブザーバー参加しており、当委員会は９月初旬までにガ

イダンスマテリアルの素案を作成したところです。 

IFATSEA 総会及びアドホック委員会の内容等を国際動向調査報告書として取

り纏め、関係機関等に配布するとともに、希望者には配布する旨をホームペー

ジに掲載しました。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

注１ IFATSEA   International Federation of Air Traffic Safety Electronics Association  

 （国際航空管制技術官連盟）  

注２ ATSEP     Air Traffic Safety Electronics Personnel 

注３ ICAO     International Civil Aviation Organization（国際民間航空機関） 



 

２．補給部品在庫管理事業（継続事業） 

 

国が管理する航空保安無線施設等の共通補用部品の保管管理及び入出庫管

理業務を行う航空交通管制機器部品補給管理等業務請負契約を令和２年度か

ら４年度までの３ヶ年国庫債務契約として受注しています。東京補給管理事務

所に５名の職員を配置し、全国の空港とネットワークで結んだ航空保安無線施

設部品補給管理システム(APPS 注４)を運用して順調に業務を遂行することがで

きました。 

なお、令和４年度分契約額は 30,800,000 円（消費税込）でした。 

 

 

３．航空交通管制機器等保守請負事業 

 

（１）保守請負 

国が管理する航空交通管制機器等及びその付帯設備の機能維持及び障害

復旧のための保守業務を行う航空交通管制機器等保守請負事業について、令

和４年度は新規契約がなく、複数年契約の最終年次となっている継続中の契

約６件となっています。なお、令和４年度の契約額合計は 1,013,481,960 円

（消費税込）でした。 

６カ所の空港保全事務所（新千歳、仙台、東京、福岡、鹿児島及び那覇）

に全体で１０２名（令和５年３月３１日現在）の職員を配置し、かつ、必要

に応じ臨時職員を雇用して当該保守業務を行い、無線施設の運用に大きな影

響を及ぼすことなく順調に業務を遂行いたしました。 

 

（２）品質管理 

品質管理の国際規格である「ISO 注５9001」の要求に適合した品質マネージ

メントシステム（以下「QMS 注６」という。）を運用し、航空交通管制機器等

保守請負事業の業務改善及び保守品質の向上に、引き続き取り組みました。 

なお、ISO 認証登録にかかる定期審査が令和４年６月２１日から２３日ま

での３日間、（一財）日本品質保証機構によって実施されました。当該定期

審査においては、新千歳空港保全事務所を追加認証するための変更審査も併

せて実施されました。 

本部並びに各空港保全事務所において審査基準への適合、該当する法令・

規則及び契約上の要求事項を満たすための能力の評価等について審査を受

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

注４ APPS   Aeronautical Radio Facilities Parts and Provision System 

注５ ISO     International Organization for Standardization（国際標準化機構） 

注６ QMS    Quality Management System 



 

けましたが、QMS 及びその運用が適正であるとの判定をいただきました。 

 

 

４．知識普及事業（継続事業） 

 

（１）パンフレットの配布 

令和４年度においても、航空保安無線施設等及び航空保安業務を一般向け

にわかり易く解説したパンフレット（タイトル「飛行機が安全に飛ぶため

に」）を約１万部発行し、１００を超える空港関係団体に「空の日・空の旬

間」用として配布しました。 

 

（２）「空の安全と信頼性技術管理セミナー」の実施 

令和４年１２月７日（水）に「空の安全と信頼性技術管理セミナー」を

３年ぶりに下記のとおり開催し、航空交通の安全に係る知識の普及・啓発

に努めました。 

なお、新型コロナによる感染拡大予防のため、会場での対面式参加の他に

オンラインによる視聴ができるように対応いたしました。また、従前はセミ

ナー終了後、講師を交えた意見交換会を実施しておりましたが、同じ理由

で実施を見合わせました。 

 

記 

 

1)日  時：令和４年１２月７日（水）１３時５０分～１８時１０分 

2)場  所：ＡＰ新橋 ３階 Room A 

3)参加人数：１２７名（対面式 ５２名、オンライン ７５名） 

4)講師及び講演内容 

①「性能評価センターについて」 

国土交通省航空局交通管制部管制技術課 

性能評価センター長 中島 譲治 

 

②「ヒューマンエラーの本質と対策」 

宮城学院女子大学学芸学部 

心理行動科学科教授 大橋 智樹 

 

③「リスクベースメンテナンスの考え方」 

横浜国立大学リスク共生社会創造センター客員教授 

東京大学名誉教授 酒井 信介 

 



 

５．その他の事業 

 

（１）通信機器部品購入に係る検査補助業務 

「通信機器部品購入に係る検査補助業務（ILS-91G 型 ILS 装置等の部品の

購入他４件）」を令和５年２月２２日に契約額 1,540,000 円（消費税込）で

受注し、履行期限（令和５年３月２８日）までに完了しました。 

 

（２）施工管理業務 

当初計画にはありませんでしたが、「静岡仮設 VOR/DME 設置工事施工管

理業務委託」を令和４年６月２日に契約金額 8,140,000 円（消費税込）で

受注し、履行期限（令和４年１０月３１日）までに完了しました。また、

「静岡 VOR/DME 更新工事施工管理業務委託」を令和５年１月６日に契約

額 4,950,000 円で受注し、履行期限（令和５年３月２４日）までに完了し

ました。 

 

（３）航行援助サービス経済パネルに係る支援業務 

当初計画にはありませんでしたが、「航行援助サービス経済パネルに係

る支援業務請負」を令和４年７月２５日に契約金額 979,000 円（消費税

込）で受注し、履行期限（令和５年３月２４日）までに完了しました。 

 

 


